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TMS-19-Q・GC 錠の臨床的検討

渋 井 弘 一

あそか病院耳鼻咽喉科

TMS-19-Q・GC錠 の耳 鼻 咽 喉 科 領域 感 染症 に おけ る臨 床 的 効果 を検 討 した
。

1) 当 院 で の 分 離 菌 株S.aureus 10株,S.pyogenes 13株,他 のStreptococcus 10株 に対 す

るTMS-19-Qの MICを 測 定 した結 果,い ず れ もJM, MDMよ り1～2管 強 い 抗菌 力 が 認 め ら

れ た。

2) 中 耳 炎9例,急 性 副 鼻腔 炎5例,扁 桃 炎12例,合 計26例 にTMS-19-Q・GC錠 を 投 与 し

た結 果,有 効 率 は 中耳 炎77.8%,急 性 副 鼻腔 炎60%,扁 桃 炎91.7%,全 体 で80.8%と い う優 れ

た成 績 が 得 られ た。

3) 副 作用 は26例 中1例(3.8%)に 発 疹 を認 め た が,臨 床 検査 値 の 異 常 は全 例 に認 め られ な か

った 。

TMS-19-Q・GC錠 は 新 しい マ ク ロ ライ ド系 抗 生 物 質

で,抗 菌 力 が強 く,高 い血 中濃 度 が 得 られ,低 酸 下 で よ

く溶解す る安 定 した 製剤 で あ る1)。 今 回 この 製剤 を耳 鼻

咽喉科領 域疾 患 に 用 い て臨 床 効 果 を検 討 して,良 好 な成

績 を得 る ことが で きた の で報 告 す る。

I. 抗 菌 力

1. 試 験方 法

当院 での 耳鼻 咽 喉 感 染 病 巣 か らの 分 離 菌 株33株(S.

aureus 10株,S.pyogenes 13株,S.pyogenes 以外 の

Streptococcus 10株)に つ い て,TMS-19-Qの 抗 菌 力

を,Josamycin (JM), お よびMidecamycin (MDM)

を対 照薬 と し,比 較 検討 を 行 な っ た。MICの 測 定 は 東

京総合 臨床 検 査 セ ンタ ー に依 頼 し,日 本 化 学 療 法 学 会 標

準 法2)に準 じて行 な い,接 種 菌 量 は106 CFU/mlで 実 施

した。

2. 結果

S.aureus 10株 で は,TMS-19-Qは0.2μg/mlに 感

受性の ピー クを有 し, 全 株0.39μg//ml 以 下 のMICで

あ った。JMは0.39μg/ml に,MDMは0.78μg/ml

に ピー クが 認 め られ,TMS-19-Qに 比 べ,1～2管 劣

る結 果 で あ った(Fig.1)。

Spyogenes 13株 で は,TMS-19-Qは0.39μg/ml

に ピー クを 有 し, 0.2～1.56μg/ml に全 株 分 布 した。JM

では0.39～0.78μg/ml に,MDMで は0.78μg/ml に

ピー クが 認 め られ た(Fig.2)。

S.pyogenes 以 外 のStreptococcus 10株 で も,TMS-

19-Q, JM, お よびMDMと もにSpyogenesと ほ ぼ

同 様 の 感受 性 分 布 で あ った(Fig.3)。

今 回検 討 したい ずれ の菌 種 に お い て も,TMS-19-Q,

JM, MDMと もに 耐性 菌 は 認 め られ なか っ た。

II. 臨 床 成 績

1. 対 象 お よび方 法

昭 和57年6月 よ り昭 和58年1月 ま での 間 に 当 科 外来

を受 診 した中 耳 炎9例,副 鼻 腔 炎5例,扁 桃 炎12例 の

合 計26例 に つ い て臨 床 的 検 討 を行 な っ た。 性 別 は 男性

15名,女 性11名,年 齢 は21歳 か ら70歳 で あ る。 そ の

Fig. 1 Sensitivity distribution of S. aurcus to TMS-19-Q, JM and MDM

S.aureus 10 strains

(106 CFU/ml)
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Fig. 2 Sensitivity distribution of S.pyogenes to TMS-19-Q, JM and MDM

S. pyogenes 13 strains

(106 CFU/ml)

Fig. 3 Sensitivity distribution of other Streptococcus to TMS-19-Q, JM and MDM

Streptococcus 10 strains

(106 CFU/ml)

S. pncumoniae 7 strains
β-Streptococcus 2 strains

Streptococcus sp. 1 strain

成 績はTable 1の とお りである。

投与法は,TMS-19-Q・GC錠 を1日600mg,食 前30

分に服薬 させ,投 与期 間は原則 として中耳炎お よび扁桃

炎は7日 間,副 鼻腔炎には約2週 間 とした。臨床検査は

投与前後に末梢血液像,肝 機 能,腎 機能検査,尿 検査な

どについて行ない,ま た細菌検査 につ いても投与前後に

施行 した。効果判定基準は,お おむね下記 の とお りてあ

る。

著効:中 耳炎お よび扁桃炎ては,3日 目までの自他覚

症状の改善著 しく,7日 以内に完全 に消失 し,細 菌 も消

失 した もの。副鼻腔炎では さらにX線 所 見の高 度改善を

認めた もの。

有効:自 他覚症状は7日 目までに著 明に改善 した が,

なお症状の残 った もの。

やや有効:7日 目まての 自他覚症 状の改善が軽 度のも

の。

無効:数 日の経過 で改善傾向がみ られ ないか または悪

化 して,投 薬 を中止 し他の薬剤 に変更 したもの。

細菌学的効果 は,起 因菌 の消長 に より,消 失,一 部消

失,菌 交 代,不 変お よび不明の5段 階 で判 定 を 行 な っ

た。なお,症 状 改善 に より検体採取 が不能 とな った場合

は消失 と判定 した。

有用性の判定 は,臨 床効果,安 全性を加味 し,非 常に

満足,満 足,ま ず まず満足,不 満,非 常に不満の5段 階

で判 定 した。

2. 結果

中耳炎9例 中,急 性化膿性 中耳炎は6例 で,そ の臨床

効果は著 効3例,有 効3例 で全例 に効果が認められた。

慢性中耳炎急性増 悪は3例 あ り,著 効1例,無 効2例 て

あ った。無効例の2例 は,い ずれ もS.aureus が分離 さ

れ,TMS-19-Q治 療 によ り1例 はPseudomonas に,

他の1例 は,TMS-19-Qに 耐性のS.epidermidis に菌

交代を し効果が認め られなか った。

急性副鼻腔炎5例 に対 する臨床効果は,著 効1例,有

効2例,や や有効2例 で,有 効率60.0%て あった。や

や有効の1例 はH.influenzae が分離 され,他 の1例 は

S.salivarius とPintermedius の混 合感染であった。

扁桃炎12例 では,11例 が急性腺窩性扁桃炎で,1例

が扁桃 周囲炎 であった。臨床効果は9例 が著効,2例 が

有効 で有効以上が11例(91.7%)と い う良好な成績で

あった。

臨床効果を まとめ ると,著 効14例,有 効7例,や や

有効3例,無 効2例 で,有 効率80.8%で あった(Table

1)。

細菌学的効果は消失11例,菌 交代2例,不 変1例,

減少1例,不 明11例,菌 交 代 も消 失 とす る と消失 率
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73.3%で あ った(Table 2)。

副 作用 は26例 中1例(3.8%)に 発 疹 を認 め,1,000mg

で投薬 を中 止 した が,原 疾 患 は ほ とん ど治 癒 し,発 疹 も

4日 目で消 退 した 。 臨 床 検 査 値 に異 常 の 認 め られ た 例 は

1例 も なか った 。

有用 性 は,非 常 に 満 足14例,満 足7例,ま ず まず 満

足3例,不 満2例 で 有 用 率(満 足 以 上)80.896で あ っ

た。

III.考 案

TMS-19-Qは マ ク ロ ラ イ ド系 抗 生 物 質 で,他 の マ ク

ロライ ド系 薬 剤 に 比 べ て 抗 菌 力 が 強 い1)。 当 院 で の 臨床

分離 菌 株S.aureus 10株,S.pyogenes 13株,お よび

他 のStreptococcus 10株 に つ い て み て も,JMお よび

MDMよ り1～2管 抗 菌 力 が 強 い こ と が 示 され た。 ま

た,今 回 検 討 した菌 株 で は 耐 性 菌 は1株 も認 め られ なか

った。

当科 感 染症26例 に本 剤 を1日600mg,毎 食 前 に 投

与 して 臨床 効 果 を検 討 した 成績 て は,著 効14例 お よび

有効7例,や や 有 効3例,無 効2例 で,有 効 以 上 が21

例(80.8%)で あ っ た。 中耳 炎9例 の 中,菌 検 出が で き

た の は6例 で, S. epidermidis との 混合 感 染1例 を 含

み,原 因菌 はす べ てS.aureusで あ っ た。 無 効 の1例 は

投 与 後 の菌 検 出でP.aeruginosaの 混 合 感 染 が 認 め ら

れ た。 副 鼻 腔 炎 の や や 有 効2例 の 検 出 菌 はH.influen-

zaeお よびP.fntermediusで106 CFU/mlで のMlC

は6.25μg/m1お よび0.2μg/mlで 必 ず し も悪 くな い 。

この2例 は臨 床症 状 はか な り良 く改 善 した が,X線 所 見

の改 善 が 全 くみ られ なか っ たた め や や 有 効 と した。 扁桃

炎 で や や 有 効 の1例 は,検 出 菌 は β-Streptococcus

Group Gで106 CFU/m1で のMICぱ0,39μg/m1と

低 い 値 で あ った。

この よ うにTMS-19-Q・GC錠 は 抗 菌 力 が 強 く,ま た

低 酸 下 で よ く溶 解 し,安 定 した高 い血 中 濃 度 が 得 られ る

こ とが 知 られ てい る。 副 作用 も少 な く,耳 鼻 咽喉 科 領域

感 染 症 に対 して極 め て有 用 な抗 生 物 質 で あ る と考 え る。
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CLINICAL STUDIES ON  TMS-19-Q•GC TABLET IN THE

FIELD OF OTORHINOLARYNGOLOGY

HIROKAZU SHIBUI

Department of Otorhinolaryngology, Asoka Hospital

The clinical effects of TMS-19-Q• GC tablet on infections in otorhinolaryngological field were exa-
mined.

1) The MIC of TMS-19-Q was determined in the clinical isolates: 10 strains of S. aureus, 13 strains
of S. pyogenes and 10 strains of other Streptococcus, and it was found that the antibacterial activity
of this drug was superior to that of PA or MDM.

2) TMS-19-Q•GC tablet was administered to 26 cases: 9 cases of otitis media, 5 cases of acute

paranasal sinusitis and 12 cases of tonsillitis, and the overall efficacy rate was 80. 8%, i. e., the efficacy
rates were 77. 8% in otitis media, 60% in acute paranasal sinusitis and 91. 7% in tonsillitis.

3) Regarding the side effects, eruption was observed in 1 (3. 8%) of 26 cases, but no abnormal
findings were observed in laboratory examinations.


